
ChatGPTによるFAQ自動生成等の実証実験（大阪府枚方市）

市ホームページで公開しているＦＡＱデータなどをもとに、新規ＦＡＱの
自動生成や、メールでの問い合わせの回答案作成をChatGPTが行い、
人による回答と比較して市民の問い合わせに対応できるかなどを検証。
成果物のＦＡＱはコールセンターのデータベースに登録して検索性の向
上を図り、市民サービスに還元した。

担当 広聴相談課

取組概要
人口 394,221人（R6.1.1現在）

（別添 概要版（エントリーシート添付資料））

・「公民連携」により、市の費用負担ゼロで課題解決を実現した。
①ＦＡＱ３７３件を自動生成し、目標件数２，５００件以上を達成。
②ＦＡＱの書式を統一して、検索・回答に要する時間を削減。
③ＡＩによるＦＡＱ検索の効率化を検証。④ＡＩ回答の精度向上を検証。
・ワンストップ回答率 Ｒ４年：３７．９％ → Ｒ５：４１．０％
８５２，２５０円分の業務削減

・市民が参照するＦＡＱをChatGPTで
生成・利用する試みは全国初。
・常に最新状態で管理している
2100件超のＦＡＱデータを強みに、
親和性の高い検証を期待。

取組の効果

・先端技術の導入→市民・議会・組合への
説明は「安全・安心」で
・業務課題は明確に→ナンチャッテ技術に
は気を付けて！
・現実的な期限と目標で、取り敢えずやって
みる！→非IT部署でもここまで出来ます

創意・工夫した点 他団体へのアドバイス

検証後のＦＡＱ

検証内容（抜粋）


